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呉錦堂さんは、明治41(1908)年から44年にかけて、小束野の土地・原野・ため池を購入し、小束野開拓事

業に着手します。工事開始は大正5(1916)年です。それから、丁度、百年です。大正15(1926)年1月、呉錦堂

さんが亡くなってからでも86年になります。最初期の入植は21戸といいます（呉伯瑄氏）。当時のことを自

分の体験として記憶している人はもうおられません。かろうじて、祖父母、あるいは、両親から伝え聞いた

話としての記憶です。そして、それさえも、いつまでも残るものではありません。

幸い、今年の初午のお祭りに参加した折、知り合いになったお三人から、村の古い話を聞く機会を得まし

た。当通信NO.４、NO.５とNO.６に分けて報告いたします。

平成24年４月１日の午後、小束野の

山本正和氏（昭和34年生まれ。下の写

真）宅で、お祖母さん、富恵さん（明治43年生まれ）

が残されたアルバムを見せていただきながら、いろい

ろ、お話をお聞

きしました。

貴重な資料を

快くお見せ頂き

ましたこと、心

からお礼申し上

げます。

（編集委員

橘 雄三）

今から17年前、『ひらけゆく小束野』を児童たちと絵によってたどってみたいと思い、小学校上級の児

童数人に絵を描いてもらった。そして、昭和35年5月5日こどもの日に発表しました。その後、農協婦人部

の家の光大会にぜひにと言われ、一部修正し、付記

して、昭和35年8月20日に出演しました。私が幼い頃、

小束野というと、旧小束野か新小束野かとよく聞か

れたものです。これらの絵は、新小束野の部面を物

語っています。

しかし行政上は一つで、協同事業や共同作業は共

に協力しています。

今日まで苦労して築き上げた財産を残して、年老

いて次々に亡くなられています。せめて一部だけで

も書きとめて後世に残してはと思い、17年前に作っ

た『ひらけゆく小束野』を此の度、写真にうつしか

えました。

昭和52年5月 山本富恵 記 66歳

昭和61年4月20日、移情閣友の会は“呉錦堂の

足跡を訪ねて”小束野へバス旅行をした。上の

写真は小束野公会堂で会員を前に話をする山本

富恵さん。左は陳徳仁孫文記念館副館長

聞き取り、小束野開拓百年史（１）

山本富恵さん作、村の子どもたち絵『ひらけゆく小束野』

■編集後記
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2012.5.1 呉錦堂を語る会通信 NO.４ ＜２＞

１．『ひらけゆく小束野』表紙 ２．近所の子どもたちと絵を描く山本富恵さん

３．小束野村のお稲荷さん ４．開墾はじまる



2012.5.1 呉錦堂を語る会通信 NO.４ ＜３＞

５．開墾は進む ６．入植はじまる 新婚で分家としての入植も

７．山本さんは遠くの衝原からやってきました ８．いよいよ田植えが始まりました



2012.5.1 呉錦堂を語る会通信 NO.４ ＜４＞

９．小作の生活は楽ではありませんでした 10．天王山から小束野見れば裸馬だよくらがない

小束野の航空写真（Google）です（2014.1.2）。 この頁の10.の絵は、天王山（雌岡山）から小束野を俯瞰

したような絵ですが、非常によく似ております。



12．小束野村の公会堂です11．太平洋戦争が始まりました

2012.5.1 呉錦堂を語る会通信 NO.４ ＜５＞

14．終戦、そして農地改革、村の様子は変わっ

てきました
13．昭和21年10月5日午後5時、電燈がつきました



2012.5.1 呉錦堂を語る会通信 NO.４ ＜６＞

16．昭和32年、呉錦堂顕彰碑ができました

17．昭和35年、<家の光大会>で発表する山本さん

15．小束野村は発展し、神出の“新開地”とい

われるようになりました
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